関西国際交流団体協議会

「ＥＳＤグッドプラクティスの収集・評価・顕彰事業」概要

１.　目的


「ＥＳＤの10年」が2005年に提唱され、全国で多様な分野の団体が持続可能社会の形成や人材育成に取り組んでいます。生物多様性の保全、ダイバーシティの推進など、ＥＳＤの概念は普及しつつあるものの、環境問題をはじめ、地球的規模の課題は年々深刻化し、その広がりはまだ十分ではないと考えられます。その理由のひとつとして、グッドプラクティスが十分に共有されておらず、ＥＳＤを進めるネットワークが充実していないことにあると推測されます。

そこで、「ＥＳＤの10年」の終了が予定される2014年まで２年となった現在、本事業を通して、これまで実施されてきたＥＳＤの取り組み事例に関する情報の共有化をはかり、取り組みの普及と活性化を図ります。
２.　本事業におけるＥＳＤの範囲

本事業では、ＥＳＤ（Education for Sustainable Development）とは、人権、平和、環境、文化、貧困、まちづくりなど幅広い分野を含めた、持続可能かつ人材育成となる取り組みとします。分野や地域、実施主体、対象などは問いません。

３.　実施方法

本事業の実施母体として、ＥＳＤに取り組んでいるＮＰＯの実践者、学者らで研究委員会を設置します。事例収集にあたっては、研究委員の他、全国のネットワークＮＧＯと連携して実施します。収集事例をもとに、研究委員会にてグッドプラクティスの評価基準を策定し、事例評価を実施、評価の高い事例をとりまとめ、事例集を作成します。
４.　推薦いただきたい内容（自薦・他薦は問いません）
（1） 環境、人権、平和、環境、文化、貧困、まちづくりなどのさまざまな切り口で実施されているＥＳＤについて推薦をお願いします。

（2） 基本的に、持続性・継続性のあるもの、人材育成（教育）に貢献しているもので、実績があるものを対象とします。ただし、実績はまだ十分ではないが、今後、取り組みが普及すればグッドプラクティスになりうる可能性があるものも対象とします。

５．推薦方法
別紙「ＥＳＤ取り組みの事例収集調査票」に、可能な範囲でご記入いただき、事務局まで送付をお願いします。参考資料があれば、あわせてご送付ください。

※推薦いただいた内容を、ウェブサイトで公開する場合があります。
６．提出の締切

2013年７月25日（木）　

７． 事務局


（特活）関西国際交流団体協議会　（担当：松本、眞鍋）

〒540-0026　大阪市中央区内本町１-４-１２　pia NPO２階

TEL06-6944-0406   FAX06-6944-0408 　E-mail:jizoku@interpeople.or.jp

http://www.interpeople.or.jp/
